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補
助
助
成
制
度

補
助
助
成
制
度

福
祉
関
係
手
当
の
申
請
を

福
祉
関
係
手
当
の
申
請
を

児
童
扶
養
手
当

対
象

平
成

年

月

日
以
降

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
、
重
度

障
害
の
あ
る
父
な
ど

月
額

円

円

子
ど
も

人
の
場
合
、
右
記

月
額
に

円
を
加
算
。

人
目
以
降
、

人
増
え
る
ご

と
に

円
を
加
算
。

所
得
に
よ
り
月
額
は
異
な
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

障
害
の
あ
る
子
ど
も
（

歳
未

満
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額障

害

級

円

障
害

級

円

遺
児
福
祉
年
金

対
象

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て

い
る
子
ど
も
（
市
内
に

か
月

以
上
居
住
し
、
義
務
教
育
修
了

ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額

円

に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

児
童
福
祉
年
金

対
象

障
害
の
あ
る
子
ど
も
（
市

内
に

年
以
上
居
住
し
、

歳

未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
人

月
額障

害
重
度

円

障
害
中
度

円

遺
児
等
入
学
祝
金

対
象

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
を
養
育
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
ま
た
は
重
度
障
害
の
あ
る

父
母

祝
金

円

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

母
子
寡
婦
家
庭
に
各
種

資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

母
子
寡
婦
家
庭
に
各
種

資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

県
で
は
母
子
・
寡
婦
家
庭
に
各

種
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

貸
付
金
の
種
類

就
学
支
度
資
金
（
無
利
子
）

小
学
校

円

中
学
校

円

（
所
得
税
非
課
税
制
限
あ
り
）

高
等
学
校
等

円

大
学
等

円

修
学
資
金
（
無
利
子
）

高
等
学
校
等

月
額

円

大
学
等

月
額

円

の
額
に
つ
い
て
は
、
自

宅
・
自
宅
外
通
学
、
学
校
の
種

別
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

技
能
習
得
資
金
（
無
利
子
ま
た

は
低
利
子
）

月
額

円

就
職
支
度
金
（
無
利
子
）

回

円

制
度
改
正
に
伴
い
連
帯
保
証
人

や
貸
付
利
率
等
の
貸
付
要
件
の

緩
和
や
償
還
期
限
が
変
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
貸
付

金
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
西
部
東
厚
生
環
境
事
務

所
厚
生
課
医
療
福
祉
係

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

経済的な理由により、高等学校・大学等への修学が困難な人を対象に、教育費（奨学金）や入学時に必要な資金（支度金）
の貸付制度を無利子で設けています。希望者をつぎのとおり募集します。
受付期間 月 日 日 申し込み 申請書（学務課に備え付け）に必要書類を添付し、学務課学事係（ ）へ

制 度 名 称 竹原市修学支度金 竹原市奨学金
竹原市奨学金基金
久保谷奨学金基金

中国生コンクリート奨学金基金
応
募
で
き
る
人

貸 付 対 象 者 高校・専門学校・大学への入学
が確実な人

高校・高等専門学校（ 年
生）に在学している人、または
入学が確実な人

大学 高等専門学校（ 年生）
専門学校に在学している人、また
は入学が確実な人

資 格 借受人または保護者が市内に居住していること
修学支度金および教育費等の支払いが困難であること 向学心がおう盛であること

貸
付
内
容

貸 付 者 審査によって決定します（ 月中旬）。

貸 付 額
（予 定）

高 校 万円以内
専門学校 万円以内
大 学 万円以内

国公立高校・高等専門学校
月額 万円以内

私立高校
月額 万円以内

月額 万円以内

貸 付 時 期 入学時に 回 在学する学校の正規の修学期間とし、原則として学期の始めに、年
回に分けて貸し付けます。

貸付金の利子 無 利 子

返 還 方 法

卒業して半年後に返還開始
進学すれば、その間は返還を猶予することができます。

年以内に半年賦方法で返還 年以内に月賦・半年賦または
年賦の方法で返還

年以内に月賦または半年賦の
方法で返還

制 度 名 称 竹原市修学支度金 竹原市奨学金
竹原市奨学金基金
久保谷奨学金基金

中国生コンクリート奨学金基金
応
募
で
き
る
人

貸 付 対 象 者 高校・専門学校・大学への入学
が確実な人

高校・高等専門学校（ 年
生）に在学している人、または
入学が確実な人

大学 高等専門学校（ 年生）
専門学校に在学している人、また
は入学が確実な人

資 格 借受人または保護者が市内に居住していること
修学支度金および教育費等の支払いが困難であること 向学心がおう盛であること

貸
付
内
容

貸 付 者 審査によって決定します（ 月中旬）。

貸 付 額
（予 定）

高 校 万円以内
専門学校 万円以内
大 学 万円以内

国公立高校・高等専門学校
月額 万円以内

私立高校
月額 万円以内

月額 万円以内

貸 付 時 期 入学時に 回 在学する学校の正規の修学期間とし、原則として学期の始めに、年
回に分けて貸し付けます。

貸付金の利子 無 利 子

返 還 方 法

卒業して半年後に返還開始
進学すれば、その間は返還を猶予することができます。

年以内に半年賦方法で返還 年以内に月賦・半年賦または
年賦の方法で返還

年以内に月賦または半年賦の
方法で返還

平成 年度 奨学金・修学支度金の希望者を募集
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生
活
情
報

生
活
情
報

農
林
業
セ
ン
サ
ス
を

月

日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
農
業
や
林
業
を

営
む
農
家
や
林
家
や
法
人
を
対
象

に
、

年
ご
と
に
、
全
国
一
斉
に

農
林
業
や
農
山
村
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
の
農
林
行
政

や
地
方
公
共
団
体
の
事
業
計
画
、

地
方
交
付
税
の
算
定
、
農
山
村
地

域
の
活
性
化
対
策
、
経
営
所
得
安

定
対
策
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
、

農
林
業
の
未
来
に
生
か
さ
れ
る
重

要
な
調
査
で
す
。

月
下
旬
か
ら

月
中
旬
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
情
報
統
計
係

農
林
業
セ
ン
サ
ス（
農

林
業
経
営
体
の
調
査
）

に
ご
協
力
を

農
林
業
セ
ン
サ
ス（
農

林
業
経
営
体
の
調
査
）

に
ご
協
力
を

お気軽にご相談ください
高齢者総合相談
問地域包括支援センター
毎週月曜日 金曜日 時 分 時 分
土・日曜日は要望により対応します

消費生活相談
場問市役所 階消費生活相談室

毎週火曜日・木曜日

国民年金相談日
日本年金機構設立により社会保険庁は廃止になりま
したが、年金相談については引き続き実施します。
場福祉会館 階会議室
問呉年金事務所
毎月第 水曜日
ふれあい福祉相談
場ふくしの駅（中央 ）
問ふれあい福祉相談センター

祝日はお休みです。
電話による相談も可。
・ ・ 月は司法書士が応相談。
法律相談は予約制。月初めより受付。
無料での相談は一人 回です。

ひとりで悩まずご相談を

いのちのホットライン竹原
あなたはひとりではありません。悩んだ
とき、困ったとき、ご相談ください。

（ 時 時）
場 法人たけはらふれあい館
（中央二丁目 ）
月の休館日はありません。

ひとりで悩まずご相談を

国民年金相談日
日本年金機構設立により社会保険庁は廃止になりま
したが、年金相談については引き続き実施します。
場福祉会館 階会議室
問呉年金事務所
毎月第 水曜日

高齢者総合相談
問地域包括支援センター
毎週月曜日 金曜日 時 分 時 分
土・日曜日は要望により対応します

お気軽にご相談ください

問

場問

場
問

場
問

場

相 談 内 容 日 時 間 帯
一般相談（どんな相談でも）

毎週月 金ボランティア相談
（活動希望 依頼援助等）
税 金 相 談 毎月第 金曜
公 証 事 務 相 談
（遺言 任意後見など）

毎月第 木曜

不 動 産 相 談 毎月第 水曜
障 害 児 者 相 談 毎月第 木曜
保険・年金相談 毎月第 水曜
女 性 相 談 毎月第 金曜
法 律 相 談 毎月第 金曜

相 談 内 容 日 時 間 帯

と こ ろ
休日当番（初期患者への対応） 次救急医療（重症患者への対応）

と き 診療科目 とき（平日 午後 時 翌朝 時
日曜・祝日 午前 時 翌朝 時）

竹原市休日診療所 日曜日・祝日
（ 月は 時 時 月は 時 時）

内科・
小児科

安田病院 ・
（ 時 時） 外科 毎週火・土曜日

馬場病院 ・ ・
・ （ 時 時） 外科 毎週水・金曜日

・
県立安芸津病院 毎週月・木曜日

・

と こ ろ
休日当番（初期患者への対応） 次救急医療（重症患者への対応）

と き 診療科目 とき（平日 午後 時 翌朝 時
日曜・祝日 午前 時 翌朝 時）

インフルエンザが流
行していますので、
発熱のある時は、必
ず医療機関に電話連
絡して、受診してく
ださい。
開設日は、祝日など
により、変更する場
合があります。事前
に電話連絡をしてく
ださい。

ご
み
の
臨
時
収
集

ご
み
の
臨
時
収
集

も
や
せ
な
い
物

月

日

が
収
集
日
の
地
区

は
、

月

日

に
収
集
日
を
振

月

日

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
変
更
さ
れ
ま
し
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
変
更
さ
れ
ま
し
た

広
報
た
け
は
ら

月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
開
始
時
期
が
つ
ぎ
の

と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

歳未満の小児の保護者、
優先接種対象者のうち身
体上の理由で接種できな
い者の保護者等

実施中

小学校 年生 年生 実施中

中学生 月 日
（予定）

高校生に相当する年齢の人 月後半

高齢者（ 歳以上） 月後半

（平成 年 月 日現在）

り
替
え
ま
す
。

粗
大
ご
み

月

日

が
収
集
日
の
地
区

は
、

月

日

に
収
集
日
を
振

り
替
え
ま
す
。

申
込
期
間

月

日

日

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

月

日
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国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
啓
発
指
導
員
の
紹
介

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
啓
発
指
導
員
の
紹
介

竹
原
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

昨
年
秋
か
ら
、
随
時
、
啓
発
指
導

員
が
、
多
受
診
等
の
啓
発
・
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
訪
問
の
際
に
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

高
校
、専
修
学
校
、短
大
、大
学
、

大
学
院
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学

中
の
教
育
費
用
に
利
用
で
き
ま
す
。

啓発指導員
池上孝恵

病院のかかり方など、健
康・保険等に関する相談に
応じます！
まずは、市民生活課医療年
金係（ ）へお電
話ください。

掲載申し込み随時受付中
問い合わせ 企画政策課

掲載申し込み随時受付中
問い合わせ 企画政策課

警察音楽隊がやってくる
月 日 時 時 分、荘野小学校屋

内運動場でひったくり被害実演、白バイ・パ
トカー体験、警察音楽隊の演奏などを行いま
す。みなさんぜひご参加ください。詳しくは、
北部地区防犯組合 へ。
起業セミナー
月 日 午後、大広苑で広島商船の学生

と一般市民を対象に地域活性化と起業をテー
マにしたセミナーを開催します。詳しくは、
広島商船高等専門学校企画情報係（

）へ。

【注意】この欄は、市民のみなさん相互の情報交換の場です。掲載
行事等は、市の主催ではありません。日時 会場等は予定です。各主
催者に内容をよく確認のうえご自分の責任で参加してください。

【注意】この欄は、市民のみなさん相互の情報交換の場です。掲載
行事等は、市の主催ではありません。日時 会場等は予定です。各主
催者に内容をよく確認のうえご自分の責任で参加してください。

竹原市長選挙の結果について
任期満了に伴う竹原市長選挙が 月 日に行わ

れました。結果は次のとおりです。

問い合わせ

選挙管理委員会事務局

投票の状況

開票結果（得票順） 敬称略

男 女 計

当日有権者 人 人 人

投票者数 人 人 人

投票率 ％ ％ ％

男 女 計

当日有権者

投票者数

投票率

候補者氏名 得票数 所属政党名

当選 小坂 政司 票 無所属

宗政 信之 票 無所属

候補者氏名 得票数 所属政党名

選
挙
人
名
簿
の
登
載

申
請
を
お
忘
れ
な
く

選
挙
人
名
簿
の
登
載

申
請
を
お
忘
れ
な
く

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
申

交通事故統計情報

警報日
南部警報日
県下一斉警報日
路線注意報日
国道 号
国道 号

竹原警察署

交通事故統計情報

警報日
南部警報日
県下一斉警報日
路線注意報日
国道 号
国道 号

竹原警察署

請
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
す
。
次

の
要
件
を
備
え
て
い
る
人
は
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

有
権
者
の
要
件

平
成

年

月

日
現
在
で
市

内
に
住
所
が
あ
る
人

平
成

年

月

日
現
在
で
満

歳
以
上
の
人

ア
ー
ル（

）以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

右
記
の
人
と
同
居
の
親
族
ま
た

は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
概
ね

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

る
人月

中
旬
に
農
業
振
興
区
長
を

通
じ
て
配
布
し
た
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
農
業
振
興
区

長
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
支
所
・
出
張
所
に
も
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

提
出
期
限

月

日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

入
学
時
の
費
用
は
合
格
発
表
前

に
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
志
望
校

が
決
ま
っ
た
ら
早
め
に
相
談
を
。

な
お
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
人

の
要
件
と
し
て
、
扶
養
し
て
い
る

子
ど
も
の
人
数
に
よ
っ
て
世
帯
の

年
間
収
入
（
所
得
）
に
制
限
が
あ

り
ま
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒

人
に
つ

き

万
円
以
内

返
済
期
間

年
以
内

在
学
期
間
内
で
元
金
の
返
済
を

据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す

（
返
済
期
間
に
含
む
）。

利
率

年

・

％（
固
定
金
利
）

平
成

年

月

日
現
在

保
証

教
育
資
金
融
資
保
証
基

金
ま
た
は
連
帯
保
証
人

人
以
上

問
い
合
わ
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫
呉
支
店



広報たけはら

募

集

募

集

催

し

催

し

県
営
住
宅
の
入
居
申
請

県
営
住
宅
の
入
居
申
請

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

募
集
住
宅

市
内
の
県
営
住
宅
の
う

ち
、新
た
に
空
家
が
生
じ
た
住
宅

受
付
期
間

月

日

日

時

分

時

受
付
場
所

株
式
会
社
く
れ
せ
ん

（
東
広
島
市
西
条
昭
和
町
）

募
集
住
宅
、
申
込
方
法
及
び
申

込
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、

月

日

か
ら
配
布
す
る
申
込

の
し
お
り
及
び
募
集
一
覧
（
都

市
整
備
課
住
宅
係
に
備
え
付

け
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
住
宅
係

特
別
認
可
制
度
に
よ
る

仁
賀
小
学
校
へ
の
入
学
・

転
学
の
ご
案
内

特
別
認
可
制
度
に
よ
る

仁
賀
小
学
校
へ
の
入
学
・

転
学
の
ご
案
内

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

仁
賀
小
学
校
は
、
小
規
模
校
の
特

色
を
生
か
し
多
く
の
体
験
活
動
を

取
り
入
れ
た
学
校
教
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成

年
度
に
仁
賀
小
学
校
へ

の
就
学
を
希
望
す
る
児
童
・
保
護

者
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
・
転
学
の
条
件

年
間
通
年
通
学
す
る
こ
と

制
度
の
趣
旨
や
目
的
を
理
解

し
、
学
校
の
教
育
活
動
に
賛
同

す
る
こ
と

市
内
在
住
で
、
保
護
者
の
責
任

で
通
学
す
る
こ
と

受
付
期
間

月

日

日

学
校
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

学
務
課
学
事
係

仁
賀
小
学
校

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

申
込
期
間

教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生

月

日

ま
で

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

広
島

市
中
区
東
千
田
町

吉
名
公
民
館
ま
つ
り

吉
名
公
民
館
ま
つ
り

年
間
の
活
動
の
成
果
の
作
品

展
示
を
行
い
ま
す
。（
第

回
吉
名
よ

が
ん
す
の
ぉ

祭
り
と
同
時
開
催
）

日
時

月

日

時

分

時

分

場
所

吉
名
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ

吉
名
公
民
館

おめでとうございます
吉名町の沖原保子さん
が 月 日、東京都内で、
厚生労働大臣表彰を受け
られました。多年にわた
り、民生委員・児童委員
として職務に励み、地域
福祉の向上に貢献された
ことが認められました。

美術館
開館時間 時 時（入館は 時 分）まで

所蔵品展 花鳥風月 まで

花鳥画や風景画などを中心に展示します。
入館料 歳以上 円（ 円）

歳以下無料
（ ）内は 名以上の団体料金

休館日 毎週月曜日（祝日の場合は開館、
翌日休館） 月 日は、
特別展準備のため休館します。

美術館

まで

老松白鶴
竹内栖鳳

年

都市と農村の交流事業

吉名よがんすのぉ 祭り
市の農業者、漁業者、
商業者の連携による地
域振興イベントを開催
します。

日時 月 日

場所 吉名小学校運動場、体育館
内容 吉名名物の今が旬のカキやじゃがいもを使っ

た料理、池田元総理がこよなく愛した 勇人
カレー など。その他にも警察音楽隊の演奏
や 輪バギー体験などイベント盛りだくさん
です。ぜひ遊びに来てください。

問い合わせ 吉名よがんすのぉ 祭り実行委員会事
務局（吉名公民館内）


